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§１．研究成果の概要 

 

双性イオン液体が生命化学における新しい非水溶媒になり得ることを報告した[K. Kuroda et 

al., Commun. Chem. 3, 163 (2020)]。本論文の中では、双性イオン液体である OE2imC3Cが凍

結保存剤および、疎水性薬剤の溶解剤として有効であることを報告した。例えば、10 wt% 

OE2imC3C 水溶液はヒト線維芽細胞を効率良く凍結保存できることを示した。他にも、OE2imC3C

水溶液が疎水性の抗がん剤であるシスプラチンを溶解できることを示した。 

また、多くの双性イオン種が存在するため、本年度は様々な双性イオンを合成し、それらを広く

検討した。その結果として、双性イオン種に応じて凍結保存効率や薬剤の溶解性が異なることが示

された。 
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